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次 に 記載 する 真 湯 窟 性 Epanerchodus の 4 新手 まとも る に 高 短 県 下 の 石 次 油 内 に 禄 息 す る ゃ の を 採集 きれ 
た も の で ある つて これ ら は 後に 箋 者 が 本 馬 の 亜 司 の 問題 を と りあ げろ る 時 種々 な 観点 か ら 同 一 範 障 に 包含 きま れる 
特徴 を も つて いる も の で ある 。 ここ に 多く の 標 品 を めぐ まれ , さら に いろ いろ の 点 で 稚 指 導 を 賜 わ つ た 京都 
KEIBEHRZR, HERR, 高知 女子 大 石川 重治 郎 兵 に 深い 感謝 を ささ ば ちろ 次 第 で も る 。 (onb 
の タイ デス ネス ペ シメ ン は 幽 箕 者 の 手もと に 保存 し て ある ) l 

1. Epanerchodus spinosus n. sp. (ショ ブ ォ オビ ヤス デ ) HEDORRR 17mm, 体 幅 約 1.6mm, HETHEL 
りや や 大 形 。 体 下 色 。 頭 部 大 , 形 類 部 は 張り 出 て いる (Fig LA) 触角 は 細長 く 湯 窟 型 で 第 7 第 6 1055 節 の 
長き と 幅 と の 比 は それ ぞ れ 11:9,2:1,3:1 で ある 。 人 和合 筑 5 第 6 所 の 先 壮 夷 画 に 藤生 する 感覚 毛 は その 基 部 
El Diro 頸 板 は 半 円 形 。 幅 は 頸 幅 より に る か に せま い 、 MARE 3 列 の 岡 毛 は 大 。 #2 
板 の 幅 は 頸 板 と ほぼ 同じ で それ よら 後方 の 旨 板 と 等 し く 偶 縁 に は 大 鮨 員 が 発達 し そこ に 隊 毛 が 生じ て いる 。 
竹 意 板 の 後 角 は よく 発達 し て 前 方 より 後方 の も の が や や 大 形 。 MERRER OTE し く 発達 し 竹 々 大 
剛 手 を そなえ て いる こと 第 19 ERBE CHE ch. 第 3 第 4 瑞 物 は 第 2 第 5 背 板 に 比 し て 幅 せ まく 
休 の 中 央 部 で 体 幅 は 最大 で ある 。 俺 の 長き さき は その 門 よ ちり 大 で あり 水平 に 舞 方 へ 突出 する 。 左 孔 に 側 緒 に 近 
EICH 19 側 菅 は 後方 へ Telson opiki o à THL し て いる 。 ARSTER ANNO N 
その 上 に 微 毛 あり 。 体 の 後方 附 板 で ほこ の 毛 は や や 長く 後方 へ ね て いち 。 暴 の 体 前 方 の 歩 肢 は 洞窟 性 の ゃ の と 
し て は 比較 的 短く 肥大 し Kugel- 
borste は 多く 発電 し て いる 。 

EHEDENIAE, SREE 
は や や 調 長 い 。 PRERE, 
殺 任 へ 張り 出 て いる 通 節 部 基部 に 
天性 毛 数 本 あり 。 Endomerit は 
鞍 だ 大 形 で 先端 曲 る 。 BRNENIR 
形 で 図示 (Fig. 1. DE する よ 
うに 臣 起 線 と 疾 起 を 有 し 先端 曲 る 
Endomerit DKEA EE hZ 
DER, ENNOER ARRO 
BERELEFELTOLLB SI 
壮 の 著 し いこ と, HARckoik 
表 方 部 の 歩 肢 の 形態 な ど は 本 種 め 
特 角 と な る 。 Holotype は 体長 17 
mm DHÈ, その 産地 は 高知 県 士 
佐 郡 土 逢 山村 斉 浦 油 内 , 同時 に 祭 
Bay ich ENES Eo 195354 3 
月 16 EFEZ RRA 
ERRE l o THe bio 


Fig. 1 Epanerchodur spinosus n. Sp. 


A: Worderende von oben gesehen. B: Antenne. Ci 


Hinterende von oben D: Eines Gonopod von aussen 


gesehen E: Gonopod von innen 
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2. Epanerchous wakamiyadensis n. SP. (ワカ ミヤ オビ ヤス デ ) EDRR 17mm, Al 1.6mm, HE. 
SEELDPrAD Kat, AR 毛 密 生 “ 杏 角 は 洞窟 型 で 長く 第 7 第 6 第 5 節 の 長 さ と 幅 と の 比 は 大 規 
6:5, 2:1, 3:1 で ある 。 頸 板 は 半 円 形 で 頭 よ りほ る か に 幅 せ まい , 交 際 起 は 明らか で は な い が , その 位 置 
に 剛毛 を 生じ その 基部 は 少し ふく れ て いる 。 第 2 背 板 は 頸 板 よ り 少 し 幅広 く 父 は 略 同 幅 で 前 角 も 後 角 ゃ も 突出 
し て いる 。 第 3 第 4 背 板 は 幅 が せま い 。 MEROE L Stäbchen blizz L, KEI O M 
は 著しく 各々 その 上 に 剛毛 あり 。 側 史 は 幅 よ りゃ 大き が は る かむ に 大 。 第 19 側 叶 は 後方 へ 突出 し て Telson 
の 中 央 部 を こえ て いる 。 WROTE D り 短 毛 密生 する 。 雄 の 体 前 方 の 歩 肢 に ある Kugelborste は 前 種 程 
多く な い 。 

生殖 肢 の 基 分 は 大 形 。 前 憶 節 部 に 開 
AET” Endomerit は 濾 状 に 曲 
Do RENANE S AST UL 
て お り , TNR EE 7o (Fig. 
2. E, F, G)。 こ の 生殖 肢 の 形態 が 特 
に 本 種 の 特 艇 と な る 。 Holotype は 体 
x 17mm の 誰 。 産地 は 高知 県 士 佐 郡 
新 改 村 若 宮 泥 内 , 同時 に 採集 きれ た 
HE2 JE HE2 TE, 1953 年 3 月 15 HF 
芽 良 三 氏 上 野 像 一 氏 魚 仁氏 た ち に ょ つ 
て 採集 せら っ れ だ た 。 l 

3. Epanerchodus applanatus n. 
sp. (サル ダ オビ ヤス デ テ デ ) 雄 の 体長 約 21 
mm, 体 幅 2.2mm。 Mitch LP» 
大 形 , 体 白色 。 頭 部 大 形 で 短 毛 審 生 。 触 
角 は 渦 窟 型 で 長く 第 7 第 2 第 5 節 の R さ 
と 幅 と の 比 は それ ぞ れ 15:11,25:12, 


13:4 な り 。 頸 板 は 半 円 形 で 頭 よ り 幅 Fig. 2. Epanerchodus wakamiyadensis n. SP. 
せま く < 3 了 岡 毛 列 もぉ り 。 第 2 EDID A:Vorderende von oben. B: Antenne C: Seiten- 


SR LEN Ch 23, 後方 は 少し flügel aus der Körpermitte. D: Hinterende E: 

"HE 3, es 

せま く な つて いる 。 そ し て 後 角 は 鋭く Eines Gonopod von aussen gesehen. F: Gonopod 
マ o で a 

ABEL, その 各々 に 剛毛 von innen. G: Tibiotarsus von unten. 


を 具 え て いち こと 前 種 の 如 し 。 第 3 第 4 背 板 の 幅 は せま い 。 AEC ROTHE b MERE RATES 
よく 発達 し て は いる が それ ら に ある 剛毛 は 前 2 種 に 比 し て 短い 。 第 19 側 史 の 後 角 は 後方 へ 突出 し て Telson 
の 中 央 を こえ て いる 。 胸板 に は 十字 漠 あ り 短 毛 を 生 ず 。 歩 肢 は 細く 長い 。 雄 の 体 前 方 部 歩 肢 に ある Kugel- 
borste は 少 い 。 

ERRED., Clivus は よく 板 状 に 発達 し その 縁 に は 微 鍵 歯 あり 。 Endomerit IR, BEIN 
BIRD, 副 突 起 は 狭 長 で 失 る 。 こ の 生殖 肢 の 形態 が 本 種 の 著 し いい 特徴 で も る 。 Holotype は 体長 
21mm DH 。 勅 地 は 高知 県 高岡 郡 日 下村 猿田 泥 内 。 同 時 に 採集 きれ た も の 雄 1 下 雌 4 下 。 1953 年 3 月 19 
日 吉井 長 三 氏 石 川重 治郎 氏 上 野 條 一 氏 魚 住 兵 達 に ょ つて 採集 せら れ た 。 

4. Epanerchodus simplicicornutus n. sp. (コン ビラ オビ ヤス デ ) 雑 体長 約 20mm, 体 幅 2.2mm, HERR 
HEL o PRAG, 共に 体 白色 。 頭 部 大 形 , EREET. 触角 は 泥 窟 型 , 第 7 第 6 第 5 節 の 長き と 幅 と の 比 は 


i それ ぞ れ 16:11, 9:4, 19:6 な り 。 SREP, 頭 よ り は る か に せま い , 後 角 は 既に 少し 後方 へ 突出 す 
る 。 衛 3 了 剛毛 列 も り 後 縁 に 近く 不明 瞭 な Skulptur あり 。 第 2 EROTIK, MDEE L 
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Fig. 3 Fpanerchodus applanatıs n. SP. 
A: Antenne B: Körperhinterende C: Gonopod von aussen. D: Gonopod 


von innen gesehen. 


発達 し て いて Stäbchen は あり 婦 は な し , MRE E LAA WE Ted, 後 角 は 突出 し て い る 。 
第 3 第 4 背 板 は 幅 が せま い 。 各 背 板 の 交 隆 起 は 鮮明 で を の 上 に 短 還 握 を 有する けれ ど 体 の 後方 に 至る と それ 
ら は 著しく な く な る 。 第 5 作 喚 より 後方 の 側 蓄 側 
BODITE LTD Stäbchen も な く な る 。 
竹 側 叶 は 幅 よ り 長 き が 大 で 水平 に 突 田 し て いる 。 
夏 孔 は 比較 的 側 縁 に 近く 開い て いる 。 第 19 MIE 
は 後方 へ 突出 し Telson の 中 央 を 少し こえ を てい 
る 。 脆 板 に 十字 計 あ り 短 毛 を 密生 し その 根元 は 少 
し いぼ 状 に 膨らん で い る 。 雄 の 体 前 方 歩 肢 に は 
Kugelborste あり 。 

ERDRE. 前 衣 節 部 の 隊 毛 は 蛇 電 前 短 
O, Benson Clivus は 半 円 形 。 Endomerit は 
臣 だ 小形 蜂 明 節 の 基部 内 側 に 3 角形 板 状 の 突出 部 
あり 。 MAETAKSE ch 2, MCR 
も 近い Epanerchodus isikawai VER. CHRT 
る と 本 種 は 体長 や や 大 。 各 Hinterzipfel が 短 か 
く 53 角形 。 第 19 Hinterzipfel も 少し 短い 。 Æ 
BER OBRENENZI—ERT EI LT. PRR 
ARRS 3 角形 の 突出 部 ある に 対 し E. isrkawai で 
(は そこ に 小皿 が ある 。 等 々 の 点 で 区 別 出 来る 。 
Holotype は 体長 20mm の 雑 。 達 好人 は 高知 県 佐 
MENSAE A. 同時 に 採集 され た 雄 2 DE 
Fig. 4 Epanerchodns simblicicornutus n. SP. 35, 1953 年 3 月 21 HEFER- THE 

A: Worderende von oben. B: Antenne. 

C: Seitenflüge aus der Körpermitte. D: 集 せ られ た 。1954 年 3 月 29 AERSEITIOM 

Hinterende E: Gonopod von aussen. Bi CHBR + 匹 を 得 た > 

F: Gonopod von innen G: Tibiotarsus. 
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Résumé l 
Beiträge zur Kenntnis Japanischer Myriopoden 
11. Aufsatz: Über 4 neue Arten von Epanerchodus aus Höhlen. 


Yasunori Miıyosı 


Matuyama Kita Kötö-Gakkö 


1. Epanerchodus spinosus n. SP. 

Diese neue Art ist charakterisiert folgendermassen: Körper weiss. Männchen etwa 17mm 
lang, 1.6 mm breit. Weibchen etwas grösser. Antenne cavernicole Form, und an der dorsalen 
Endabschnitten des 5. und 6. Antennenglied kommen viele Sinnesborsten vor, die sich am 
Grunde kugelig geschwollen. 2.-19. Tergite zeigen deutliche Skulpturen und Körnchen, wo je 
eine lange Borste vorhanden. Hinterecke des Seitenflügels vom 2. an einen spitzen Hinterzipfel 
bildend. Gonopoden: sind merklich, wie sie sich in Fig. 1 zeigen. Hinterzipfel des 19. Ringes 
reiHhen bis über die Mitte des Telsons. Holotype: Männchen 17mm lang. Fundort: Syobu- 
Do (Koti-Ken). 

2. Epanerchodus wakamiyadensis n. SP. 

Diese neue Art ist charakterisiert folgendermassen: Körper weiss. Männchen etwa 17mm 
lang, 1.6mm breit. Collum schmal, die Hinterecken fast rechtwinkelig. Seitenflügel schon 
vom 2. Ring an mit spitzen Hinterzipfeln und Seitenflügel viel länger als breit. Seitenränder 
der Seitenflügel sehr deutlich eingekerbt, wo Stäbchen vorhanden oder nicht. Tergiten zeigen 
deutliche Skulpturen, jede Skulptur mit einer Borste. Seitenflügel des 19. Ringes reichen bis 
über die Mitte des Telsons. Gonopoden: Endomerit ist S-förmig. Tibiotarsus kurz, beider- 
seits stark geschwollen und nimmt ein dornartiges Ende. Holotype: Männchen 17 mm lang. 
Fundort: \Wakamiya-Dö (Koti-Ken). 

3. Epanerchodus applanatus n. SP. 

Diese neue Art ist charakterisiert folgendermassen: Männchen etwa 21mm lang, 2.2mm 
breit. Weibchen etwas grösser. Körperfarbe beide weisslich. Kopf gross, dicht beborstet. 
Antenne ist cavernicole Form. Collum halbkreisförmig und schmal. Seitenflügel schon vom 2. 
Ring an mit einem spitzen Hinterzipfel, der triangular ist. Männliche Beinpaare am Vorder- 
teil des Körpers etwas mit Kugelborsten gemischt. Seitenfügel des 19. Ringes reichen ein 
wenig über die Mitte des Telsons. Gonopoden: Coxa sehr gross. Tibiotarsus ist Löffelfömig. 
Nebenfortsatz schlank und gerade. Holotype: Männchen 21mm lang. Fundort: Saruta-Dö 
(Koti-Ken). 

4. Epanerchodus simplicicornutus n. Sp. 

Diese neue Art ist charakterisiert folgendermassen: Männchen 20 mm lang, 2.2 mm breit. 
Weibchen etwas grösser. Farbe beide weisslich. Kopf gross. Collum fast halbkreisförmig, 
schmal und Hinterecken des Collums eckig vortretend. Die Seitenflügei schon vom 2. Ring 
an mit spitzen Hinterzipfeln, die doch kurzer und breiter als die des ihm verwandten Epaner- 
chodus isikawai Verhoeff sind. Seitenflügel des 19. Ringes bis oder ein wenig über die Mitte 
des Telsons. Postfemur der Gonopoden mit kleinem Endomerit und an dem Ende der inne- 
ren Seite einen flach-triangularen Fortsatz verhanden. Tibiotarsus ist einfach und krummt 


sich krallenförmig. Holotype: Männchen 20mm lang. Fundort: Kommpira-Dö (Koti-Ken) 
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